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会計名 予算現額
歳入 歳出

収入支出差引額
収入済額 収入率 支出済額 執行率

一 般 会 計 733億2,341万円 706億2,938万円 96.3% 689億5,965万円 94.0% 16億6,973万円

特 別 会 計 459億3,080万円 455億5,058万円 99.2% 446億8,444万円 97.3% 8億6,614万円

国 民 健 康 保 険 227億2,279万円 227億2,130万円 100.0% 222億3,742万円 97.9% 4億8,388万円

下 水 道 事 業 30億   923万円 29億8,446万円 99.2% 29億3,995万円 97.7% 4,450万円

駐 車 場 事 業 1億5,755万円 1億5,650万円 99.3% 1億4,062万円 89.3% 1,588万円

介 護 保 険 157億   778万円 153億5,013万円 97.7% 150億5,664万円 95.9% 2億9,349万円

後 期 高 齢 者 医 療 43億3,346万円 43億3,819万円 100.1% 43億　981万円 99.5% 2,839万円

合　　　　計 1,192億5,420万円 1,161億7,996万円 97.4% 1,136億4,409万円 95.3% 25億3,587万円

西東京市の財政状況をお知らせします
平成28年度　  　決算状況　

　歳入・歳出決算額ともに過去最高となった前年度から
大幅減となりました。
　平成28年度の一般会計と各特別会計を合わせた全会計
の決算額は、右記のとおりです。
　一般会計の決算において、歳入は、景気の回復基調に
より市税が過去最高額となったものの、普通建設事業費
の大幅な減に伴う市債借入額の減のほか、地方交付税や
税連動交付金の減などにより、前年度から減となりました。
　歳出は、扶助費や人件費が増となったものの、積立金
の減や普通建設事業費が大幅に減となったことなどから、
前年度から減となりました。

平成28年度各会計の決算状況

一般会計の歳入歳出決算の状況

※歳入・歳出の（　）内の数値は、「市民１人当たり」の金額です。
　（平成29年３月31日現在の人口（20万98人）より算出）

歳　入
706億2,938万円
市民１人当たり

（35万2,974円）

市税
315億5,387万円

（15万7,692円）44.7％

市民税などの納めて
いただいた税金

その他の
自主財源
39億9,504万円

（1万9,965円）5.7％

国庫支出金　
119億2,752万円

（5万9,608円）16.9％

都支出金
86億2,200万円

（4万3,089円）12.2％

使い方が定められている
国からの補助金や負担金

地方交付税
30億569万円

（1万5,021円）4.3％

使い方が定められている東京都
からの補助金や負担金

市債
39億6,929万円

（1万9,837円）
 5.6％

その他の
依存財源
47億8,223万円

（2万3,899円）
 6.8％

45.7％
323億673万円

（16万1,455円）
国や都などの基準や意思決
定に従い収入される財源

その他の使い方が定め
られていない国や東京
都からの交付金など

市の権限で収入
できる財源

保育料などの使用料やごみ収集手
数料などの手数料、寄附金など

都市計画街路など建
設事業などのための
借入金

依存財源

54.3％
383億2,265万円

（19万1,519円）

自主財源

使い方が定められてい
ない国からの交付金

平成29年度上半期　予算執行状況

　平成29年度当初予算は、全会計合わせ
て1,166億9,827万円でしたが、９月まで
の補正予算を加味すると1,196億7,368万
円となりました。
　下半期も適正な予算の執行に努めます。

（平成29年９月30日現在の人口（20万817人）より算出）

会計名 当初予算額 補正予算額 計
歳入 歳出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
一 般 会 計 702億2,900万円 20億9,309万円 723億2,209万円 319億   507万円 44.1% 279億   566万円 38.6%
特 別 会 計 464億6,927万円 8億8,232万円 473億5,159万円 196億5,975万円 41.5% 179億6,883万円 37.9%

国 民 健 康 保 険 227億2,222万円 4億8,391万円 232億   613万円 93億8,813万円 40.5% 90億2,531万円 38.9%
下 水 道 事 業 29億   314万円 4,450万円 29億4,764万円 12億3,604万円 41.9% 8億4,299万円 28.6%
駐 車 場 事 業 1億3,104万円 1,588万円 1億4,692万円 7,530万円 51.3% 3,997万円 27.2%
介 護 保 険 163億2,036万円 2億9,361万円 166億1,397万円 70億8,258万円 42.6% 66億3,921万円 40.0%
後 期 高 齢 者 医 療 43億9,251万円 4,442万円 44億3,693万円 18億7,771万円 42.3% 14億2,133万円 32.0%
合　　　　計 1166億9,827万円 29億7,541万円 1196億7,368万円 515億6,482万円 43.1% 458億7,449万円 38.3%

各会計の予算執行状況
（平成29年９月30日現在）

市民１人当たりの予算額
（一般会計）36万139円

市債の状況 財産の状況

※市債は、学校や公園などの公共施設を整備
するための資金を国や都などから長期的に
借り入れたものです。一時的な財政負担を
軽くし、将来利用する市民の皆さんにも負
担していただくようになっています。

※「市民１人当たり」は、平成29年９月30日
現在の人口（20万817人）を用いて計算し
ています。

区分 現在高 備考
土地 75万3,284㎡
建物 32万1,759㎡

無体財産権 ６件 商標権
出資による権利など  1億2,762万円 団体への出資金など

物品 839点 購入価格50万円以上の備品
債権 0円 生活つなぎ資金貸付金
基金 78億1,355万円 財政調整基金など全17基金

（平成29年９月30日現在）

合　計
608億3,642万円

市民1人当たり
（30万2,945円）

一般会計
529億6,267万円

下水道事業特別会計
78億7,375万円

歳　出
689億5,965万円
市民１人当たり

（34万4,629円）

〈民生費〉
社会福祉費
146億6,398万円

（7万3,284円）
21.3%

高齢者や障害者への
福祉サービスやその
他の福祉のために

行政運営やコミュ
ニティの推進など
のために

〈民生費〉
児童福祉費
134億360万円

（6万6,985円）
19.4%〈民生費〉

生活保護費
76億9,982万円

（3万8,480円）
11.2%

生活保護のために
357億6,741万円

（17万8,749円）
51.9％

52億9,131万円
（2万6,444円）
7.7%

63億8,893万円
（3万1,929円）
　9.3%

福祉サービスの
提供のために

子どもの福祉の
ために

教育やスポーツ
の充実のために

工
事
中

民生費

土木費

総務費

道路や公園などを
整備するために

47億4,627万円
（2万3,720円）
 6.9%

ごみ収集や健康の
ために

64億8,482万円
（3万2,408円）
9.4%

公債費

61億7,154万円
（3万843円）
8.9%

さんすう

教育費

借入金の返済の
ために

衛生費

議会運営や農商工業
の発展、防災対策など
のために

41億 937万円
（2万537円）
   6.0%

その他

　市税が過去最高額となったものの、市債の減などにより、
前年度より減となりました。歳入 　教育費が大幅に減少したものの、民生費が引き続き増加し、

公債費が一時的に増加しました。歳出

（平成29年９月30日現在）

繰入金
27億7,374万円

（1万3,862円）3.9％

基金（市の貯金）から繰り
入れたお金


